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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記情報信号の表示用信号に応じた映像を表示する表示
素子と、
　前記表示素子の表示画面に設けられ、使用者が接触するようにした前記表示画面上の接
触位置を検出する接触位置検出手段と、
　前記接触位置検出手段により使用者からの操作入力を受け付けるための操作用表示情報
の表示を指示する位置への接触が検出された場合に、前記操作用表示情報を前記表示素子
に表示するようにする操作用表示処理手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置が、表示されている
前記操作用表示情報の変更を指示する位置である場合に、表示されている前記操作用表示
情報を他の操作用表示情報に変更する操作用表示変更手段と、
　前記操作用表示処理手段により、あるいは、前記操作用表示変更手段により、前記表示
素子に表示するようにされる種々の大きさの前記操作用表示情報に重なり合うことが無い
ように、前記受信手段からの前記情報信号の表示用信号に応じた映像の大きさと表示位置
との一方または両方を調整する調整手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置に表示されている前
記操作用表示情報の表示項目に応じた処理を行うようにする制御手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置に表示されている前
記操作用表示情報の表示項目に応じた他の電子機器に対する遠隔操作信号を形成する形成
手段と、
　前記形成手段により形成された前記遠隔操作信号を送信する送信手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　情報信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記情報信号の表示用信号に応じた映像を表示する表示
素子と、
　前記表示素子の表示画面に設けられ、使用者が接触するようにした前記表示画面上の接
触位置を検出する接触位置検出手段と、
　前記接触位置検出手段により使用者からの操作入力を受け付けるための操作用表示情報
の表示を指示する位置への接触が検出された場合に、前記操作用表示情報を前記表示素子
に表示するようにする操作用表示処理手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置が、表示されている
前記操作用表示情報の変更を指示する位置である場合に、表示されている前記操作用表示
情報を他の操作用表示情報に変更する操作用表示変更手段と、
　前記操作用表示処理手段により、あるいは、前記操作用表示変更手段により、前記表示
素子に表示するようにされる種々の大きさの前記操作用表示情報に重なり合うことが無い
ように、前記受信手段からの前記情報信号の表示用信号に応じた映像の大きさと表示位置
との一方または両方を調整する調整手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置に表示されている前
記操作用表示情報の表示項目に応じた遠隔操作信号を形成する形成手段と、
　前記形成手段により形成された前記遠隔操作信号を送信する送信手段と
　を備える表示装置と、
　前記情報信号を前記表示装置に送信する情報信号送信手段と、
　前記表示装置からの前記遠隔操作信号を受信する操作信号受信手段と、
　前記操作信号受信手段により受信された前記遠隔操作信号が、前記情報信号の供給元で
ある外部入力装置に対する制御信号である場合に、前記制御信号を前記外部入力装置に送
信する制御信号送信手段と
　を備えるベース装置と
　からなることを特徴とする双方向通信システム。
【請求項４】
　ベース装置からの情報信号を表示装置が受信して、前記情報信号の表示用信号に応じた
映像を自己の表示素子に表示し、前記表示装置からの使用者の操作入力に応じた操作信号
を前記ベース装置が受信して、前記操作信号に応じた処理を行う双方向通信システムにお
ける表示情報利用方法であって、
　前記表示装置において、
　前記表示素子の表示画面に設けられた接触位置検出手段を通じて、使用者が接触するよ
うにした前記表示画面上の接触位置を検出する接触位置検出ステップと、
　前記接触位置検出ステップにおいて操作用表示情報の表示を指示する位置への接触が検
出された場合に、前記操作用表示情報の表示指示入力を受け付ける受付ステップと、
　前記表示素子に表示されている前記操作用表示情報の変更指示入力を受け付ける変更指
示受付ステップと、
　前記受付ステップにおいて前記表示指示入力を受け付けた場合に、あるいは、前記変更
指示受付ステップにおいて前記変更指示入力を受け付けた場合に、前記表示素子に表示す
る種々の大きさの前記操作用表示情報に重なり合うことが無いように、前記表示用信号に
よる映像の大きさと表示位置との一方または両方を調整する調整ステップと、
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　前記調整ステップにおいて、大きさと表示位置との一方または両方を調整した映像を表
示する表示用信号と、前記表示素子に表示する前記操作用表示情報の表示用信号とを合成
する合成ステップと、
　前記合成ステップにおいて合成した表示用信号に応じた映像を表示する表示ステップと
、
　前記接触位置検出ステップにおいて検出した前記表示画面上の接触位置に表示されてい
る前記操作用表示情報の表示項目に応じた遠隔操作信号を形成する形成ステップと、
　前記形成ステップにおいて形成した前記遠隔操作信号を送信する送信ステップと
　を有し、
　前記ベース装置において、
　前記表示装置からの前記遠隔操作信号を受信する操作信号受信ステップと、
　前記操作信号受信ステップにおいて受信した前記遠隔操作信号が、前記情報信号の供給
元である外部入力装置に対する制御信号である場合に、前記外部装置に対する操作信号を
形成して前記外部入力装置に送信する制御信号送信ステップと
　を有することを特徴とする表示情報利用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、使用者からの種々の操作入力を受け付ける機能を有する表示装置と、使用
者からの種々の操作入力を受け付ける機能を有する表示装置を備えた双方向通信システム
と、このシステムで用いられる表示情報利用方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等を用いることによって、薄型化、軽量化され、持
ち運びが可能で、使用者の手が届く位置で使用されるテレビ受像機などの表示装置が提供
されるようになってきている。このような表示装置においては、遠隔操作装置であるリモ
ートコマンダ（以下、リモコンと略称する。）は不要である。
【０００３】
　また、当該表示装置に映像信号や音声信号等を供給するＳＴＢ（Set-Top Box）やＩＲ
Ｄ（Integrated Receiver Decoder）などと呼ばれる衛星放送用の受信機やＶＴＲ（Video
 Tape Recorder）やＤＶＤ（Digital Versatile Disc）レコーダなどの外部入力装置をそ
れらの外部入力装置毎のリモコンを用いて操作することは煩わしい。
【０００４】
　そこで、後に記す特許文献１に開示されているように、この発明の発明者らは、表示装
置の表示画面にタッチパネルを設け、表示画面に表示される操作用表示情報とタッチパネ
ルとにより、使用者からの操作入力を受け付け、受け付けた操作入力に応じたリモコン信
号を形成してこれを送出することが可能な遠隔操作装置としての機能を有する表示装置と
、この表示装置に映像信号等の情報信号を供給する装置であって、ＶＴＲやＤＶＤレコー
ダなどの外部入力機器が接続されるベース装置と、これら表示装置とベース装置とを備え
た双方向通信システムを提案している。
【特許文献１】特開２００２－３４０２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１に記載の技術を用いた場合、表示装置の表示画面の全面に表示さ
れる映像が操作用表示情報によって隠れてしまい、重要な情報が見え難くなってしまう場
合があると考えられる。特に、表示装置の表示画面の全面に表示されている画像が、例え
ば、ＤＶＤレコーダからの録画履歴情報やＳＴＢやＩＲＤからのＥＰＧ（Electronic Pro
gram Guide：電子番組表）などの文字情報を多く含む情報である場合には、正確に表示情
報を把握することがし難くなる場合があると考えられる。
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【０００６】
　例えば、図１３Ａに示すように、タッチパネル２が貼付されたＬＣＤ１の表示画面の全
面に、ＤＶＤレコーダからの録画履歴情報が表示されている場合に、ＤＶＤレコーダ用の
操作用表示情報であるコントロールパネルＰＸを表示するようにした場合には、録画履歴
情報の一部が見難くなり、目的とする情報の選択がしづらくなる場合があると考えられる
。
【０００７】
　また、図１３Ｂに示すように、タッチパネル２が貼付されたＬＣＤ１の表示画面の全面
に、ＳＴＢやＩＲＤなどからのＥＰＧが表示されている場合に、ＳＴＢ用やＩＲＤ用の操
作用表示情報であるコントロールパネルＰＹを表示するようにした場合には、ＥＰＧの一
部が見難くなり、目的とする番組の選択がしづらくなる場合があると考えられる。
【０００８】
　以上のことにかんがみ、この発明は、操作用表示情報を表示するようにした場合であっ
ても、表示画面に表示される情報が見難くなることを防止し、操作用表示情報を用いての
操作入力を常に適正に行うことができるようにする装置、システム、方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の表示装置は、
　情報信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記情報信号の表示用信号に応じた映像を表示する表示
素子と、
　前記表示素子の表示画面に設けられ、使用者が接触するようにした前記表示画面上の接
触位置を検出する接触位置検出手段と、
　前記接触位置検出手段により使用者からの操作入力を受け付けるための操作用表示情報
の表示を指示する位置への接触が検出された場合に、前記操作用表示情報を前記表示素子
に表示するようにする操作用表示処理手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置が、表示されている
前記操作用表示情報の変更を指示する位置である場合に、表示されている前記操作用表示
情報を他の操作用表示情報に変更する操作用表示変更手段と、
　前記操作用表示処理手段により、あるいは、前記操作用表示変更手段により、前記表示
素子に表示するようにされる種々の大きさの前記操作用表示情報に重なり合うことが無い
ように、前記受信手段からの前記情報信号の表示用信号に応じた映像の大きさと表示位置
との一方または両方を調整する調整手段と、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置に表示されている前
記操作用表示情報の表示項目に応じた処理を行うようにする制御手段と
　を備える。
【００１１】
　この請求項１に記載の発明の表示装置によれば、表示素子の表示画面に設けられ、使用
者が接触するようにした表示画面上の接触位置を検出する接触位置検出手段により、使用
者からの操作入力を受け付けるための操作用表示情報の表示を指示する位置への接触が検
出された場合に、操作用表示情報が表示素子に表示するようにされ、その場合には、操作
用表示情報と受信した情報信号の表示用信号に応じた映像とが重なり合うことがないよう
に、受信した情報信号の表示用信号に応じた映像が縮小するようにされたり、表示位置が
調整されたりする。そして、操作用表示情報と接触位置検出手段とにより、使用者からの
操作入力を受け付ける機能が実現され、これを通じて受け付けた使用者からの操作入力に
応じた処理が制御手段の制御により行うことができるようにされる。
【００１２】
　これにより、操作用表示情報が表示素子に表示される場合であっても、使用者に対して
、表示用信号に応じた映像による情報の全部を適正に提供し、操作用表示情報と接触位置
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検出手段とを通じて使用者からの指示入力を受け付けて、これに応じた処理を行うことが
できるようにされる。
【００１３】
　また、請求項２に記載の発明の表示装置は、請求項１に記載の表示装置であって、
　前記接触位置検出手段により検出される前記表示画面上の接触位置に表示されている前
記操作用表示情報の表示項目に応じた他の電子機器に対する遠隔操作信号を形成する形成
手段と、
　前記形成手段により形成された前記遠隔操作信号を送信する送信手段と
　を備えることを特徴とする。
【００１４】
　この請求項２に記載の発明の表示装置によれば、操作用表示情報と接触位置検出手段と
により、使用者からの操作入力を受け付ける機能が実現され、これら操作用表示情報と接
触位置検出手段とを通じて受け付けた使用者からの操作入力に応じた遠隔操作信号が形成
手段により形成される。形成された遠隔操作信号は、送信手段を通じて送信される。
【００１５】
　これにより、映像表示装置に遠隔操作装置としての機能を追加し、自機に供給される映
像信号などの情報信号の供給元の電子機器を遠隔制御することができるようにされる。し
かも、操作用表示情報を表示した場合であっても、受信した情報信号の表示用信号による
映像が見難くなることがないようにされる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、表示素子の表示画面に操作用表示情報を表示した場合であっても、
受信した情報信号の表示用信号による映像は、操作用表示情報にかかることがないように
縮小されて表示することができる。これにより、使用者は、表示素子の表示画面に表示さ
れる表示情報の全部を確認しながら、適切な指示入力を間違いなく入力することができる
ようにされる。
【００１７】
　また、受信した情報信号の表示用信号による映像の大きさは、操作用表示情報の表示／
非表示に応じて、自動的に調整されるので、受信した情報信号の表示用信号による映像の
大きさを使用者が一々指示するなどの面倒な作業を伴うことがないようにすることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図を参照しながらこの発明による装置、システム、方法の一実施の形態について
説明する。
【００１９】
　［双方向通信システムの概要］　
　図１は、この実施の形態の双方向通信システムを説明するための図であり、この発明に
よるシステム、方法が適用されたものである。図１に示すように、この実施の形態の双方
向通信システムは、表示装置１００、ベース装置（ベースステーション）２００、外部入
力装置としてのＤＶＤ装置（ＤＶＤレコーダ）３００とからなっている。
【００２０】
　表示装置１００は、この発明による表示装置が適用されたものであり、表示素子として
ＬＣＤ１０８を備えたものである。この表示装置１００は、無線通信によりベース装置２
００と接続され、ベース装置２００からの情報信号を受信することができるとともに、ベ
ース装置２００に対して制御信号などを送信することができるものである。
【００２１】
　ベース装置２００は、後述もするように、地上波のアナログテレビ放送信号を受信する
アンテナ２０１に接続され、アナログテレビ放送信号を選局するチューナを備えるととも
に、電話網やインターネットなどの通信ネットワークに接続するためのモデムやターミナ
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ルアダプタなどの通信処理部を備え、電話線Ｌを通じて電話網やインターネットに接続す
ることができるものである。図１において、端子ＭＪは、外部から引き込まれた電話線Ｌ
との接続端子である。
【００２２】
　また、ベース装置２００は、後述もするように、外部入力端子を備え、例えば、ＤＶＤ
装置、ＶＴＲ、ＳＴＢ、ＩＲＤなどの各種の外部入力装置を接続することができるように
されている。この実施の形態においては、図１に示すように、ベース装置２００には、外
部入力装置としてＤＶＤ装置３００が接続されている。
【００２３】
　そして、ベース装置２００は、自己のチューナにより選局し、復調することにより得た
テレビ放送番組の映像信号や音声信号、あるいは、自己の通信処理部を通じて通信ネット
ワークから得た映像データや音声データ、あるいは、ＤＶＤ装置３００からの映像信号や
音声信号などの情報信号をデータ圧縮して、送信信号を形成し、これを表示装置１００に
送信することができるものである。
【００２４】
　表示装置１００は、ベース装置２００からの送信信号を受信して復調し、復調した送信
信号から映像信号やテキストデータなどの表示用信号を抽出して、この表示用信号に応じ
た映像をＬＣＤ１０８に表示するとともに、復調した送信信号から音声信号を抽出して、
この音声信号に応じた音声をスピーカから放音することができるものである。
【００２５】
　また、表示装置１００は、図１にも示すように、例えば、ＤＶＤ装置３００を制御する
ための操作入力を受け付けるための操作用表示情報であるコントロールパネルＣＰをＬＣ
Ｄ１０８に表示することができるようにされている。そして、ＬＣＤ１０８には、後述も
するように、タッチパネル１２１が貼付されており、コントロールパネルＣＰの表示と、
タッチパネル１２１とにより、使用者からの操作入力を受け付けることができるものであ
る。
【００２６】
　ＤＶＤ装置３００用のコントロールパネルＣＰは、表示装置１００の制御部によって実
行されるソフトウエアによって表示するようにされるいわゆるソフトウエアキーである。
この実施の形態においては、ＬＣＤ１０８の表示画面にコントロールパネルＣＰなどの操
作用表示情報が表示されていない状態にあるときに、ＬＣＤ１０８の表示画面に貼付する
ようにされているタッチパネル１２１に指などを接触させた場合にコントロールパネルＣ
Ｐが表示するようにされる。また、表示されたコントロールパネルＣＰ上の所定の操作キ
ー部分に指などを接触させることにより、表示画面に表示されたコントロールパネルＣＰ
を消去したり、別のコントロールパネルを表示したりすることができるようにされている
。
【００２７】
　なお、この実施の形態においては、図１に示したように、コントロールパネルＣＰは、
ＤＶＤ装置３００用のものであり、この例の場合には、図１に示すように、電源のオン／
オフキー、タイトルキー、ＤＶＤメニューキー、矢印キー（上矢印キー、下矢印キー、右
矢印キー、左矢印キー）、決定キー、前スキップキー、次スキップキー、早戻しキー、早
送りキー、再生キー、一時停止キー、停止キー、機種切替キー、コントロールパネルの表
示オフキーなどの種々の操作キーが設けられたものである。
【００２８】
　また、図１に示したＤＶＤ装置用のコントロールパネルの操作キーのレイアウトは一例
であり、種々のレイアウトを取ることが可能である。したがって、図１のコントロールパ
ネルＣＰに示したもの以外に、さらに多くの操作キーを配置するようにしたコントロール
パネルを形成して表示するようにすることも可能であるし、必要最小限の操作キーのみに
絞ったコントロールパネルを形成して表示するようにすることも可能である。
【００２９】
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　そして、表示装置１００は、使用者の指などが接触したＬＣＤ１０８に貼付されたタッ
チパネル１２１上の接触位置（座標位置）を検出し、その接触位置に表示されているコン
トロールパネルＣＰを構成する操作キー（表示項目）を判別して、表示されているカーソ
ルの表示位置を移動させるようにしたり、また操作するようにされた操作キーに応じた操
作信号を形成して、これをベース装置２００に無線送信したりすることができるものであ
る。
【００３０】
　つまり、この実施の形態のＤＶＤ用のコントロールパネルＣＰとタッチパネル１２１と
により、表示装置１００に対する指示入力と、ＤＶＤ装置３００に対する指示入力とを受
け付けるためのＧＵＩ（Graphical User Interface）としての機能を実現するようにして
いる。
【００３１】
　ベース装置２００には、図１に示すように、リモコンマウスなどと呼ばれる赤外線のリ
モコン信号を送出するリモコン信号送出部２５０が、リモコン信号送信部２５０との接続
端子を通じて接続されており、表示装置１００からの操作信号に応じたリモコン信号を形
成し、これをリモコン信号送出部２５０からＤＶＤ装置３００に送信する。
【００３２】
　ＤＶＤ装置３００は、もともと自機のリモコンからの赤外線リモコン信号を受光するた
めのフォトディテクタなどからなるリモコン信号受光部３４５を備えており、ベース装置
２００に接続されたリモコン信号送信部２５０からのリモコン信号を受光して、そのリモ
コン信号に応じた制御、例えば、電源のオン／オフや、ＤＶＤに記録されている目的とす
るコンテンツの再生、早戻し、早送り、これらの一時停止や停止などを行うように遠隔操
作することができるようにされる。
【００３３】
　したがって、使用者は、表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示されるコントロールパネ
ルＣＰとタッチパネル１２１とを通じて、表示されているカーソルの移動を指示する操作
入力を行ってカーソル位置を移動させたり、ＤＶＤ装置３００に対する操作入力を行って
、ベース装置２００を通じてＤＶＤ装置を遠隔操作したりすることが、いわゆるワンタッ
チ操作でできるようにしている。
【００３４】
　このように、表示装置１００とベース装置２００との間においては、双方向に無線通信
が可能であり、また、ベース装置２００と外部入力装置してのＤＶＤ装置３００との間に
おいても双方向に通信が可能なようにされている。
【００３５】
　そして、表示装置１００は、小型化、軽量化がされ、また、ベース装置２００とは、無
線通信により接続するようにされているので、持ち運びに適している。このため、使用者
は、ベース装置２００と通信が可能な範囲内であれば、表示装置１００を持ち運び、何処
ででも表示装置１００を用いて、ベース装置２００から提供される情報信号を再生して出
力し、使用者に提供することができることができる。
【００３６】
　したがって、前述したように、表示装置１００を用いることにより、ベース装置２００
のチューナにより選局されるテレビ放送番組を視聴したり、ＤＶＤ装置３００に装填され
たＤＶＤに記録されているコンテンツを視聴したり、さらに、ベース装置２００に、ＶＴ
ＲやＳＴＢやＩＲＤが外部入力機器として接続されている場合には、これらＶＴＲ、ＳＴ
Ｂ、ＩＲＤからのコンテンツを視聴することができるようにされる。
【００３７】
　また、表示装置１００を用いることにより、ベース装置２００の通信処理部を通じて、
例えば、インターネット上に提供されているいわゆるＷｅｂページの情報を取得し、その
Ｗｅｂページの情報を視聴するようにしたり、自己宛ての電子メールを受信して、その電
子メールをＬＣＤ１０８に表示して見たり、さらに、目的とする相手先に電子メールを作
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成して送信したりすることができる。
【００３８】
　なお、電子メールを作成する場合には、表示装置１００に対して所定の操作を行うこと
により、例えば、アルファベットキーや５０音キーなどからなるソフトウエアキーボード
をＬＣＤ１０８に表示し、このソフトウエアキーボードとタッチパネル１２１と通じて、
電子メールを作成することができる。そして、送信キーを操作するなどの所定の操作を行
うことにより、作成した電子メールをベース装置２００に送信し、ベース装置２００を通
じて相手先に送信することができる。
【００３９】
　このように、ベース装置２００は、ＤＶＤ装置３００などの外部入力装置、地上波テレ
ビ放送、インターネットなどの通信ネットワークなどの各種の情報伝送媒体と表示装置１
００とを結びつけるベースとなる装置である。そして表示装置１００は、ベース装置２０
０から情報信号の供給を受けて、これを再生して出力し、使用者に提供することができる
とともに、電子メールなどの送信情報を形成し、これをベース装置２００を通じて送信す
ることができるものである。
【００４０】
　そして、この実施の形態の表示装置１００においては、コントロールパネルＣＰなどの
操作用表示情報を表示するようにしたときには、図１３を用いて説明したように、主表示
情報ＭＧが見難くなることがないように、主表示情報ＭＧを縮小して表示するようにして
いる。図１に示した例の場合には、主表示情報ＭＧは、ＤＶＤ装置３００に装填されてい
るＤＶＤについての録画履歴情報であり、本来、ＬＣＤ１０８の表示画面の全面に表示さ
れるものであるが、コントロールパネルＣＰと表示領域が重なり合うことがないように、
縮小して表示するようにされる。
【００４１】
　なお、後述もするように、主表示情報はＤＶＤの録画履歴情報に限るものではなく、例
えば、テレビ放送番組の映像やＥＰＧ（電子番組表）など、コントロールパネルが表示さ
れていない場合には、ＬＣＤ１０８の表示画面の前面に表示されて使用者に提供されるべ
きメインの表示情報は主表示情報である。したがって、コントロールパネルなどは、必要
に応じて表示されるいわば副表示情報であるといえる。
【００４２】
　［表示装置１００について］　
　次に、この実施の形態の双方向通信システムを構成する各装置について詳細に説明する
。まず、コントロールパネルＣＰの表示／非表示に応じて、主表示情報のサイズ変更（大
きさの変更）を行う表示装置１００について説明する。図２は、この実施の形態の表示装
置１００について説明するための図である。
【００４３】
　図２に示すように、表示装置１００は、送受信アンテナ１０１、アンテナ共用器１０２
、受信処理部１０３、デコード部１０４、サイズ変更処理部１０５、ＯＳＤ（On Screen 
Display）処理部１０６、映像信号処理部１０７、ＬＣＤ１０８、音声信号処理部１０９
、スピーカ１１０、送信信号形成部１１１、送信処理部１１２、タッチパネル１２１、座
標検出部１２２を備えている。
【００４４】
　この実施の形態の表示装置１００の各部は、制御部１３０によって制御するようにされ
ている。制御部１３０は、図２に示すように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１３
１、ＲＯＭ（Read Only Memory）１３２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３３、ＥＥ
ＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable ROM）１３４がＣＰＵバス１３５を通じ
て接続されて構成されたマイクロコンピュータである。
【００４５】
　ＲＯＭ１３２は、この実施の形態の表示装置１００において実行する各種の処理プログ
ラムや処理に必要なデータなどが記録されたものである。ＲＡＭ１３３は、各種の処理に
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おいて得られたデータを一時的に記憶保持するなどのように、主に各種の処理の作業領域
として用いられるものである。
【００４６】
　ＥＥＰＲＯＭ１３４は、いわゆる不揮発性のメモリであり、電源が落とされても、記憶
保持した情報が失われることがなく、例えば、各種の設定パラメータや、ベース装置２０
０を通じて、取得するようにしたインターネット上のＷｅｂページや、ベース装置２００
を通じて送信する作成した電子メールや受信した電子メールなどを記憶保持することがで
きるものである。
【００４７】
　まず、ベース装置２００からの無線信号を受信する場合の表示装置１００の動作につい
て説明する。この実施の形態において、表示装置１００とベース装置２００との間におい
ては、例えば、ＩＥＥＥ（Institute Electrical and Electronics Engineers）８０２．
１１方式のプロトコル、あるいは、その発展プロトコルなどの所定のプロトコルが用いら
れて無線通信が行なわれる。
【００４８】
　ベース装置２００から所定の通信プロトコルに準拠した無線信号は、表示装置１００の
送受信アンテナ１０１により受信され、アンテナ共用器（以下、単に共用器という。）１
０２を通じて受信処理部１０３に供給される。共用器１０２は、送信信号と受信信号とが
干渉し合うことを防止するためのものである。
【００４９】
　つまり、この表示装置１００は、ベース装置２００からの信号を送受信アンテナ１０１
を通じて受信することができるとともに、後述するように、自機からの操作信号などを送
受信アンテナ１０１を通じて無線送信することができるものである。このため、共用器１
０２は、送信処理部１１２からの送信信号が、送受信アンテナ１０１を通じて受信される
受信信号に対して干渉することがないようにしている。
【００５０】
　受信処理部１０３は、これに供給された信号を復調するなどの処理を行って、復調後の
信号をデコード部（伸長処理部）１０４に供給する。前述もしたように、ベース装置２０
０は、自己のチューナにより選局した地上波のテレビ放送番組の映像信号や音声信号、自
己の通信処理部を通じて受信したテキストデータや映像データなどの表示用データや音声
データ、あるいは、ＤＶＤ装置３００からのコンテンツの映像信号や音声信号などの情報
信号をデータ圧縮して送信してくる。
【００５１】
　このため、表示装置１００のデコード部１０４は、受信処理部１０３からの復調された
データ圧縮されている受信信号の供給を受けて、映像信号と音声信号とを分離し、分離し
た信号を伸長（圧縮解凍）することにより、データ圧縮前の元の信号を復元する。そして
、デコード部１０４は、復元した映像信号（デジタル映像信号）などの表示用信号をサイ
ズ変更処理部１０５に供給し、復元した音声信号（デジタル音声信号）を音声信号処理部
１０９に供給する。
【００５２】
　サイズ変更処理部１０５は、後述もするが、コントロールパネルＣＰなどの操作用表示
情報が表示するようにされた場合において、制御部１３０からの制御に応じて、表示しよ
うとする映像の大きさを縮小する処理を行う。コントロールパネルＣＰが表示されていな
い場合には、ＬＣＤ１０８の表示画面の全面に映像を表示するため映像の縮小処理は行わ
ず、通常の大きさの映像を表示する映像を出力する。
【００５３】
　具体的には、サイズ変更処理部１０５は、コントロールパネルＣＰが表示するようにさ
れた場合には、制御部１３０からの制御に応じて、デジタル映像信号の間引き処理を行っ
て、供給されたデジタル映像信号による映像の大きさを縮小し、この縮小した映像をＬＣ
Ｄ１０８の目的とする位置に表示するようにするためのデジタル映像信号を形成する。こ
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のデジタル映像信号は、サイズ変更処理部１０５において、アナログ映像信号に変換され
てＯＳＤ処理部１０６に供給される。
【００５４】
　なお、コントロールパネルＣＰなどの操作用表示情報が表示されていない場合には、表
示しようとする主表示情報の縮小を行うことは必要ないので、サイズ変更処理部１０５は
、これに供給されたデジタル映像信号をアナログ映像信号に変換し、ＯＳＤ処理部１０６
に供給することになる。
【００５５】
　ＯＳＤ処理部１０６は、制御部１３０から供給されるデータに応じて、図１を用いて前
述したコントロールパネルＣＰや各種のメッセージや各種のガイダンス表示を表示するよ
うにするためのアナログ映像信号を形成し、これをサイズ変更処理部１０５からの映像信
号と合成するようにするものである。すなわち、ＯＳＤ処理部１０６は、主表示情報の他
の文字、絵、記号などの副表示情報を表示するようにするためのいわゆるテキスト／グラ
フィック処理回路である。
【００５６】
　そして、ＯＳＤ処理部１６において合成されて形成された映像信号は、映像信号処理部
１０７に供給される。なお、コントロールパネルＣＰなどの副表示情報を合成する必要が
ない場合には、ＯＳＤ処理部１０６には表示情報は供給されないので、サイズ変更処理部
１０５からのアナログ映像信号をそのまま映像信号処理回路１０７に供給することになる
。
【００５７】
　映像信号処理部１０７は、ＯＳＤ処理部１０６を通じて供給される映像信号から、ＬＣ
Ｄ１０８に供給する信号を形成し、これをＬＣＤ１０８に供給する。これにより、ＬＣＤ
１０８の表示画面には、ベース装置２００から無線送信されてきた映像信号に応じた映像
が表示される。この場合、ＯＳＤ処理部１０６において、コントロールパネルＣＰなどの
副表示情報が合成されている場合には、コントロールパネルＣＰなどの表示情報が、サイ
ズ変更処理部１０５において縮小するようにされた主表示情報とともに表示されることに
なる。
【００５８】
　すなわち、サイズ変更処理部１０５において縮小処理された主表示情報の映像信号と、
制御部１３０からの情報に応じて形成されたコントロールパネルＣＰなどの副表示情報の
映像信号とがＯＳＤ処理部１０６において合成されて、図１において表示装置１００のＬ
ＣＤ１０８に示したように、縮小された主表示情報としての例えばＤＶＤの録画履歴情報
とコントロールパネルＣＰとが重なり合うことがないように合成されて表示することがで
きるようにされる。
【００５９】
　一方、音声信号増幅部１０９は、これに供給された音声信号を所定のレベルにまで増幅
し、これをスピーカ１１０に供給する。これにより、スピーカ１１０からは、ベース装置
２００から無線送信されてきた音声信号に応じた音声が放音される。
【００６０】
　このように、表示装置１００は、ベース装置２００から無線送信されてくる映像信号や
音声信号を受信して、その受信した映像信号や音声信号を再生して出力することにより、
使用者に提供することができるものである。
【００６１】
　次に、この実施の形態において、表示装置１００のＬＣＤ１０８にコントロールパネル
を表示して使用者からの操作入力を受け付け、この操作入力に応じた操作信号をベース装
置２００に送信する場合の表示装置１００の動作について説明する。ここでは、図１に示
したように、ＤＶＤ装置３００を制御するようにするためのコントロールパネルＣＰを表
示し、ＤＶＤ装置３００に対する操作入力を受け付ける場合を例にして説明する。
【００６２】
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　上述もしたように、この実施の形態の表示装置１００のＬＣＤ１０８には、タッチパネ
ル１２１が貼付されている。そして、表示装置１００に電源が投入されている状態にあり
、コントロールパネルＣＰが表示されていない状態にあるときに、使用者が、タッチパネ
ル１２１に指などを接触させると、座標検出部１２２がタッチパネル１２１上の指などの
接触位置（座標位置）を検出し、これを制御部１３０に通知する。
【００６３】
　制御部１３０は、コントロールパネルを表示していない状態にあるときに、座標検出部
１２２からの接触位置の通知を受けた場合には、これをコントロールパネルの表示指示で
あると判断する。そして、この実施の形態において、制御部１３０は、まず、ＤＶＤ装置
３００用のコントロールパネルＣＰを表示するため、ＲＯＭ１３２から必要な情報を読み
出し、コントロールパネルＣＰを表示するための情報を形成して、これをＯＳＤ処理部１
０６に供給する。
【００６４】
　さらに、制御部１３０は、上述もしたように、コントロールパネルＣＰを表示するため
、主表示情報を縮小処理し、表示画面上の所定の位置に主表示情報を表示するための映像
信号を形成することをサイズ変更処理部１０５に指示する。
【００６５】
　サイズ変更処理部１０５は、上述もしたように、制御部１３０からの制御に応じて、デ
コード部１０４からの映像信号に対して間引き処理を行うなどして、当該映像信号による
主表示情報を縮小して表示するようにする映像信号を形成し、これをＯＳＤ処理部１０６
に供給する。
【００６６】
　ＯＳＤ処理部１０６は、制御部１３０からの情報の供給を受けて、コントロールパネル
ＣＰを表示するための映像信号を形成し、これをサイズ変更処理部１０５からの縮小する
ようにされた主表示情報を表示するための映像信号に合成するようにして、図１に示した
ように、主表示情報ＭＧとコントロールパネルＣＰとを表示領域が重なることがないよう
にＬＣＤ１０８の表示画面に表示する。
【００６７】
　そして、使用者が、ＬＣＤ１０８の表示画面に表示されたコントロールパネルＣＰの目
的とする操作キーが表示されているタッチパネル１２１上の位置に、指などを接触させる
と、その接触位置が座標検出部１２２により検出され、これが制御部１３０に通知される
。制御部１３０は、座標検出部１２２からのタッチパネル１２１上の接触位置に表示され
ているコントロールパネルＣＰの操作キーを判別し、その操作キーに応じた操作信号を形
成して送信信号形成部１１１に供給する。
【００６８】
　送信信号形成部１１１は、制御部１３０からの操作信号からベース装置２００に送信す
る送信信号を形成し、これを送信処理部１１２に供給する。送信処理部１１２は、これに
供給された送信信号を変調したり増幅したりするなどの処理を行って、実際に送信する形
式の送信信号を形成し、これを共用器１０２、送受信アンテナ１０１を通じてベース装置
２００に対して無線送信する。
【００６９】
　このようにして、表示装置１００から無線送信される操作信号は、ベース装置２００に
より受信される。そして、この例の場合には、ベース装置２００において、表示装置１０
０からの操作信号に応じたＤＶＤ装置３００用のリモコン信号が形成され、これがＤＶＤ
装置３００に送信され、ＤＶＤ装置３００を遠隔操作することができるようにされる。
【００７０】
　また、この実施の形態の表示装置１００には、インターフェース（図２においてはＩ／
Ｆと記載。）１４０を通じて、キー入力部１４１が接続されている。キー操作部１４１は
、例えば、電源のオン／オフスイッチなど備えたものであり、このキー操作部１４１を通
じて受け付けた操作入力は、Ｉ／Ｆ１４０を通じて制御部１３０に供給され、電源の投入
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など操作キーに応じた処理を行うことができるようにされる。
【００７１】
　なお、ここでは、ＤＶＤ装置３００用のコントロールパネルＣＰを通じて、ＤＶＤ装置
３００に対する操作信号を送信する場合を例にして説明した。しかし、ベース装置２００
に対してもＤＶＤ装置３００の場合と同様にして、表示装置１００を用いて、遠隔操作す
ることができる。
【００７２】
　すなわち、表示装置１００を通じ、ベース装置２００を遠隔操作する場合には、ベース
装置２００用のコントロールパネルを表示する。コントロールパネルは、制御したい機器
に応じたものを切り換えて表示することができるものである。
【００７３】
　そして、後述もするように、ベース装置２００においては、表示装置１００からの操作
信号が、自機に対するものか、自機に接続されたＤＶＤ装置３００などの外部入力装置に
対するものかを判断し、外部入力装置に対するものであるときには、前述したように、外
部入力装置に対して送信する。
【００７４】
　また、表示装置１００からの操作信号が、自機に対するものであるときには、その操作
信号に応じて、自機を制御する。これにより、表示装置１００を通じて、ベース装置２０
０においての地上波のアナログテレビ放送信号を選局したり、ベース装置２００の通信処
理部を通じて、情報の送受を行ったりすることができるようにしている。
【００７５】
　［ベース装置２００について］　
　次に、図１に示したベース装置２００について詳細に説明する。図３は、この実施の形
態のベース装置２００を説明するためのブロック図である。図３に示すように、屋外に設
置される地上波のアナログテレビ放送信号の受信アンテナ２０１に接続されるチューナ２
０２、復調部２０３、映像信号（Ｖｄ）の入力端子２０４、音声信号（Ａｕ）の入力端子
２０５、セレクタ２０６、圧縮処理部２０７、送信信号形成部２０８、送信処理部２０９
、アンテナ共用器（以下、単に共用器という。）２１０、送受信アンテナ２１１、受信処
理部２１２を備えている。
【００７６】
　この実施の形態のベース装置２００の各部は、制御部２３０によって制御するようにさ
れている。制御部２３０は、図３に示すように、ＣＰＵ２３１、ＲＯＭ２３２、ＲＡＭ２
３３、ＥＥＰＲＯＭ２３４がＣＰＵバス２３５を通じて接続されて構成されたマイクロコ
ンピュータである。
【００７７】
　ここで、ＲＯＭ２３２は、この実施の形態のベース装置２００において実行する各種の
処理プログラムや処理に必要なデータなどが記録されたものである。ＲＡＭ２３３は、各
種の処理において得られたデータを一時的に記憶保持するなどのように、主に各種の処理
の作業領域として用いられるものである。
【００７８】
　ＥＥＰＲＯＭ２３４は、いわゆる不揮発性のメモリであり、電源が落とされても、記憶
保持した情報が失われることがなく、例えば、ベース装置２００の主電源が落とされる直
前まで選局していた放送チャンネルの情報を記憶保持し、電源投入後においては、前回電
源が落とされる直前まで選局していたチャンネルの放送信号を選局するようにするいわゆ
るラストチャンネルメモリ機能を実現することなどができるようにしている。
【００７９】
　また、制御部２３０には、通信処理部２２０が接続されている。通信処理部２２０は、
インターフェース（以下、Ｉ／Ｆと略称する。）部２２１と、通信部２２２とからなって
いる。Ｉ／Ｆ部２２１は、通信回線、この実施の形態においては電話回線と、このベース
装置２００との間のインターフェースであり、電話回線を通じて送信されてくる信号を受
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信したり、ベース装置２００からの信号を電話回線に送信したりする。
【００８０】
　通信部２２２は、Ｉ／Ｆ部２２１を通じて受信した信号を復調して、これを制御部２３
０に供給したり、制御部２３０からの送信信号を変調して、これをＩ／Ｆ部２２１に供給
したりする。これにより、電話回線が接続された相手先との間で、各種のデータの送信、
受信を行うことができるようにされる。
【００８１】
　そして、この実施の形態のベース装置２００は、通信処理部２２０、電話線Ｌ、および
、所定のＩＳＰ（Internet Service Provider）を通じてインターネットに接続し、イン
ターネットを通じて各種の情報の提供を受けたり、電子メールを送信したり受信したりす
ることができるようにされている。
【００８２】
　このため、制御部２３０は、通信処理部２２０を制御して、オフフックしたりオンフッ
クしたりするなどのことができるとともに、オフフックするように通信処理部２２０を制
御したときには、ダイヤル信号を電話回線に送出するようにするいわゆるダイヤラとして
の機能などをも備えたものである。
【００８３】
　また、制御部２３０には、リモコン信号形成部２４１、リモコン信号の出力端子２４２
を通じて、リモコン信号送出部２５０が接続され、前述もしたように、表示装置１００か
らの操作信号に応じたリモコン信号を形成して、送出することができるようにされている
。
【００８４】
　なお、図示しないが、制御部２３０には、電源のオン／オフキーや各種の設定キーが設
けられたキー入力部が接続されており、ベース装置２００の主電源のオン／オフや、各種
の設定入力が、キー入力部を通じて行うことができるようにされている。
【００８５】
　そして、この実施の形態において、ベース装置２００のチューナ２０２には、図３に示
すように、受信アンテナ２０１により受信されたテレビ放送信号が供給される。チューナ
２０２は、受信アンテナ２０１からのテレビ放送信号の中から、制御部２３０からの選局
指示信号に応じたテレビ放送信号を選局し、この選局したテレビ放送信号を復調部２０３
に供給する。復調部２０３は、これに供給されたテレビ放送信号を復調して、復調後の信
号（テレビ番組の信号）をセレクタ２０６供給する。
【００８６】
　このセレクタ２０６には、映像信号の外部入力端子２０４を通じて入力された映像信号
、音声信号の外部入力端子２０５を通じて入力される音声信号の他、制御部２３０からの
情報も供給するようにされている。制御部２３０からセレクタ２０６に供給される情報と
しては、通信処理部２２０を通じて、取り込んだ、例えば、インターネット上に公開され
ているいわゆるＷｅｂページの情報や、電子メールなどの情報である。
【００８７】
　そして、セレクタ２０６は、制御部２３０からの切り換え制御信号に応じて、復調部２
０３からの信号を出力するか、外部入力端子２０４、２０５からの信号を出力するか、制
御部２３０からの信号を出力するかを切り換える。制御部２３０からセレクタ２０６に供
給される切り換え制御信号は、前述したように、表示装置１００から無線送信されてくる
操作信号に応じて、制御部２３０において形成されるものである。
【００８８】
　そして、セレクタ２０６からの出力信号は、圧縮処理部２０７に供給される。圧縮処理
部２０７は、これに供給された信号を所定の圧縮方式を用いてデータ圧縮する。この圧縮
処理部２０７においては、例えば、ＭＰＥＧ方式やＷａｖｅｌｅｔ方式などのデータ圧縮
方式を用いて、セレクタ２０６からの信号をデータ圧縮する。
【００８９】
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　圧縮処理部２０７においてデータ圧縮された信号は、送信信号形成部２０８に供給され
る。送信信号形成部２０８は、予め決められた通信プロトコルに準拠した送信信号を形成
する。前述もしたように、この実施の形態において、ベース装置２００は、例えば、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１方式のプロトコル、あるいは、その発展プロトコルに準拠した送信信号
を形成する。
【００９０】
　送信信号形成部２０８において形成された送信信号は、送信処理部２０９に供給される
。送信処理部２０９は、制御部２３０からの制御信号に応じて、送信信号の変調処理や増
幅処理を行う。送信処理部２０９において処理された送信信号は、共用器２１０、送受信
アンテナ２１１を通じて無線送信される。共用器２１０は、図２に示した表示装置１００
の共用器１０２と同様に、送信信号と受信信号とが干渉し合うことを防止するものである
。
【００９１】
　このようにして、チューナ２０２により選局されたテレビ放送番組の映像信号や音声信
号、あるいは、外部入力端子２０４、２０５通じて受け付けた映像信号や音声信号、ある
いは、通信処理部２２０を通じて取得した情報のテキストデータや映像データ、音声デー
タを、データ圧縮して、所定の通信プロトコルで無線送信することにより、前述したよう
に、表示装置１００に供給することができることができるようにされている。
【００９２】
　次に、表示装置１００から無線送信されてくる操作信号を受信した場合のベース装置２
００の動作について説明する。送受信アンテナ２１１を通じて受信した表示装置１００か
らの操作信号は、共用器２１０を通じて受信処理部２１２に供給される。受信処理部２１
２は、これに供給された信号を復調し、アナログ／デジタル変換するなどの処理を行って
、制御部２３０が扱える信号に変換し、この信号を制御部２３０に供給する。
【００９３】
　制御部２３０は、受信処理部２１２からの信号が、外部入力機器、この実施の形態にお
いては、ＤＶＤ装置３００に対する操作信号であるときには、受信した操作信号をリモコ
ン信号形成部２４１に供給し、受信した操作信号に応じたリモコン信号を形成するように
制御する。
【００９４】
　リモコン信号形成部２４１は、制御部２３０からの信号に基づいて、この実施の形態に
おいては、外部入力装置であるＤＶＤ装置３００に供給するリモコン信号を形成し、これ
のリモコン信号の出力端子２４２を通じて、これに接続されたリモコン信号送信部２５０
に供給する。
【００９５】
　リモコン信号送信部２５０は、リモコン信号形成部２４１からのリモコン信号を赤外線
のリモコン信号として送信する。このようにして、表示装置１００からのＤＶＤ装置３０
０に対する操作信号を赤外線のリモコン信号として送出し、ＤＶＤ装置３００を遠隔操作
することができるようにしている。
【００９６】
　また、制御部２３０は、受信処理部２１２からの信号が、自機、すなわち、ベース装置
２００に対する操作信号であるときには、受信した操作信号に応じて、各部を制御する。
これにより、チューナ２０１による選局を変更したり、セレクタ２０６から出力する信号
を切り換えたりすることができるようにされる。
【００９７】
　また、制御部２３０は、受信処理部２１２からの信号が、目的とするＷｅｂページの取
得要求や、電子メールの受信要求、あるいは、電子メールの送信要求などであるときには
、通信処理部２２０を制御し、加入しているＩＳＰとの間に電話回線を接続することによ
って、インターネットに接続する。そして、目的とするＷｅｂページを取得するようにし
たり、自己宛ての電子メールを受信したり、目的とする相手先に電子メールを送信したり



(15) JP 4478863 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

することができるようにされる。
【００９８】
　このように、この実施の形態のベース装置２００は、テレビ放送信号を受信、選局して
復調し、この復調したテレビ放送番組の映像信号や音声信号、あるいは、外部入力端子２
０４、２０５を通じて供給された外部入力装置からの映像信号、音声信号、あるいは、通
信処理部２２０および電話回線を通じて供給を受ける映像データや音声データを受信して
復調し、この復調した映像データや音声データをデータ圧縮して、所定の通信プロトコル
にしたがって無線送信することができるものである。
【００９９】
　さらに、この実施の形態のベース装置２００は、表示装置１００から無線送信されてく
る操作信号を受信し、その操作信号に応じて、自機を制御したり、外部入力装置を制御す
るためのリモコン信号を形成して送信したり、あるいは、表示装置１００から無線送信さ
れてくる電子メールなどの送信情報を、通信処理部２２０を通じて送信することができる
ものである。
【０１００】
　［ＤＶＤ装置３００について］　
　次に、この実施の形態において、図１に示したようにベース装置２００に接続される外
部入力機器であるＤＶＤ装置３００について説明する。図４は、ＤＶＤ装置３００を説明
するためのブロック図である。
【０１０１】
　図４に示すように、この実施の形態のＤＶＤ装置３００は、参照符号３０１のデジタル
入出力端子および参照符号３０２のデジタルインターフェイスからなるデジタル信号の入
出力系と、参照符号３０３の地上波チューナから参照符号３１６の同期制御回路までのア
ナログ信号の入力系と、参照符号３２０のＭＰＥＧオーディオデコーダから参照符号３２
９のセパレート映像信号の出力端子までのアナログ信号の出力系と、多重／分離回路３１
７と、バッファ制御回路３１８と、ＤＶＤドライブ３１９と、制御部３４０とを備えたも
のである。
【０１０２】
　図４において、制御部３４０は、このＤＶＤ装置３００の全体の制御を行うものであり
、ＣＰＵ３４１、ＲＯＭ３４２、ＲＡＭ３４３、ＥＥＰＲＯＭ３４４がバスを通じて接続
されて形成されたマイクロコンピュータである。
【０１０３】
　また、図４に示すように、制御部３４０には、赤外線のリモコン信号の受光部３４５が
接続されている。受光部３４５は、外部からの自機への赤外線リモコン信号を受光し、こ
れを電気信号に変換して、制御部３４０に供給するものである。これにより、制御部３４
０は、受光したリモコン信号に応じて、各部を制御したり、種々の設定を例えばＥＥＰＲ
ＯＭ３４４に対して行ったりすることができるようにされている。
【０１０４】
　なお、ＲＯＭ３４２は、この実施の形態のＤＶＤ装置３００において実行する各種のプ
ログラムや処理に必要となる各種のデータが記録されたものであり、ＲＡＭ３４３は、処
理の途中結果を一時記録するなど、主に作業領域として用いられるものである。また、Ｅ
ＥＰＲＯＭ３４４は、いわゆる不揮発性メモリであり、電源が落とされても保持しておく
必要のあるデータ、例えば、各種の設定データなどを記憶保持しておくためのものである
。
【０１０５】
　　［デジタル入力の利用について］
　次に、各入力端部を通じて情報の供給を受ける場合のこの実施の形態のＤＶＤ装置３０
０の動作について説明する。まず、デジタル入出力端子３０１を通じて供給されるデジタ
ル映像信号、デジタル音声信号、制御信号などがパケット化されて時分割多重されたＴＳ
（Transport Stream）信号をＤＶＤに記録する場合の処理について説明する。
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【０１０６】
　デジタル入出力端子３０１を通じて供給を受けた例えばＳＴＢなどの他の外部機器から
のＴＳ信号（デジタル信号）は、デジタルインターフェイス回路３０２に供給される。デ
ジタルインターフェイス回路３０２は、これに供給されたＴＳ信号について、この実施の
形態のＤＶＤ装置３００が用いている方式に適合するようにフォーマット変換等の処理を
施し、これを多重／分離回路３１７に供給する。
【０１０７】
　多重／分離回路３１７では、更に制御信号等の解析や生成を行い、この制御信号をも含
むＴＳ信号（ＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤに記録する形式のＴＳ信号）を形
成し、これをバッファ制御回路３１８を通じてＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤ
に記録することができるようにしている。
【０１０８】
　また、多重／分離回路３１７は、デジタルインターフェイス回路３０２から供給された
ＴＳ信号から映像データ（ビデオＥＳ（Elementary Stream））、音声データ（オーディ
オＥＳ（Elementary Stream））を分離し、これらをＭＰＥＧ（Moving Picture Experts 
Group）ビデオデコーダ３２４、ＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０に供給する。
【０１０９】
　ＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０は、これに供給された音声データを復号化処理し、
ベースバンドの音声データを得て、これをポスト音声信号処理回路３２１に供給する。Ｍ
ＰＥＧビデオデコーダ３２４は、これに供給された映像データを復号化処理して、ベース
バンドの映像データを得て、これをポスト映像信号処理回路３２５に供給する。
【０１１０】
　ポスト映像信号処理回路３２５は、ＭＰＥＧビデオデコーダ３２４からの映像データと
、後述するプリ映像信号処理回路３１４からの映像データとの切り換えや、画面合成やフ
ィルタ処理などを行い、処理後のビデオデータをＯＳＤ回路３２６に供給する。
【０１１１】
　ＯＳＤ回路３２６は、画面表示用のグラフィックッスや文字データの生成を行い、ＯＳ
Ｄ回路３２６に供給された映像データに対して、生成したグラフィックスや文字データを
重ねたり、部分的に表示させるようにしたりする等の処理を施し、処理後の映像データを
ＮＴＳＣエンコーダ３２７に供給する。
【０１１２】
　ＮＴＳＣエンコーダ３２７は、これに入力された映像データ（コンポーネントデジタル
映像信号）をＹＣ信号に変換した後、Ｄ／Ａ変換を行い、アナログのコンポジット映像信
号Ｃとセパレート映像信号Ｓを生成して、コンポジット映像信号Ｃは出力端子３２８を通
じて、また、セパレート映像信号は出力端子３２９を通じて出力するようにする。
【０１１３】
　一方、ポスト音声信号処理回路３２１では、ＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０からの
音声データと、プリ音声信号処理回路３０９からの音声データとの切り換えや、フィルタ
処理、フェード処理、話速変換処理等を行い、処理後の音声データを音声Ｄ／Ａ変換器３
２２に供給する。音声Ｄ／Ａ変換器３２２は、これに供給された音声データをアナログ音
声信号に変換し、これをアナログ音声信号の出力端子３２３を通じて出力する。
【０１１４】
　これらアナログ音声出力端子３２３、アナログ映像出力端子３２８、３２９からの音声
信号（オーディオ信号）、映像信号（ビデオ信号）が、ベース装置２００に供給されるこ
とになる。
【０１１５】
　　［アナログ入力の利用について］
　次に、地上波チューナ３０３、アナログ音声入力端子３０４、アナログ映像入力端子３
０５、３０６を通じて、アナログ信号の入力を受け付け、これをＤＶＤドライバ３１９に
装填されたＤＶＤに記録したり、アナログ出力したりする場合の動作について説明する。
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【０１１６】
　地上波チューナ３０３は、地上波のアナログ放送信号を受信、選局して復調し、アナロ
グ映像信号（コンポジット信号）とアナログ音声信号と得て、これらを入力切換回路３０
７に供給する。また、入力切換回路３０７には、アナログ音声入力端子３０４を通じて供
給されたアナログ音声信号やアナログ映像入力端子３０５を通じて供給されたコンポジッ
ト映像信号Ｃも供給される。
【０１１７】
　入力切換回路３０７は、制御部３４０からの制御信号に従い、目的とする信号を選択し
て出力する。すなわち、入力切換回路３０７は、地上波チューナ３０３からのアナログ映
像信号とアナログ音声信号とを出力するか、アナログ音声入力端子３０４、アナログ映像
入力端子３０５からのアナログ音声信号とアナログ映像信号とを出力するかを切り換える
ものである。
【０１１８】
　入力切換回路３０７から出力される信号のうち、アナログ音声信号はアナログ／デジタ
ル変換器（以下、Ａ／Ｄ変換器という。）３０８に供給され、また、アナログ映像信号（
コンポジット信号）はＹＣ分離回路３１１に供給される。ＹＣ分離回路３１１は、これに
供給されたアナログ映像信号をＹＣ分離、すなわち、輝度信号と色差信号とに分離し、こ
れらを入力切換回路３１２に供給する。この入力切換回路３１２には、外部からのセパレ
ート映像信号Ｓも供給するようにされている。
【０１１９】
　入力切換回路３１２は、制御部３４０からの指示に従い、外部からのセパレート映像信
号ＳとＹＣ分離回路３１１からの映像信号とのうちの一方を選択し、選択した映像信号を
ＮＴＳＣ（National Television System Committee）デコーダ回路３１３に供給する。
【０１２０】
　ＮＴＳＣデコーダ回路３１３は、これに入力されたアナログ映像信号に対して、アナロ
グ／デジタル変換（以下Ａ／Ｄ変換という。）、クロマデコード等の処理を施し、デジタ
ルコンポーネントビデオデータ（映像データ）に変換し、これをプリ映像信号処理回路３
１４に供給する。また、ＮＴＳＣデコーダ３１３は、入力されたビデオ信号の水平同期信
号を基準に生成したクロックと、同期分離して得た水平同期信号、垂直同期信号、フィー
ルド判別信号を同期制御回路３１６に供給する。
【０１２１】
　同期制御回路３１６は、これに供給された各信号を基準とし、各回路ブロックにおいて
必要なタイミングを提供するクロック信号、同期信号を生成し、これを必要とする各回路
ブロックに供給する。
【０１２２】
　また、プリ映像信号処理回路３１４は、入力された映像データにプリフィルタ等の各種
映像信号処理を施し、これをＭＰＥＧビデオエンコーダ３１５とポスト映像信号処理回路
３２５に供給する。
【０１２３】
　ＭＰＥＧビデオエンコーダ３１５は、プリ映像信号処理回路３１４からの映像データに
ブロックＤＣＴ（Discrete Cosine Transform：離散コサイン変換）等の符号化処理を施
し、ビデオＥＳを生成し、多重／分離回路３１７に供給する。
【０１２４】
　一方、入力切換回路３０７で選択された音声信号はＡ／Ｄ変換器３０８にて、デジタル
音声信号（音声データ）に変換されたのち、プリ音声信号処理回路３０９に供給される。
プリ音声信号処理回路３０９は、これに供給された音声データに対してフィルタ処理を施
し、これをＭＰＥＧオーディオエンコーダ３１０に供給する。
【０１２５】
　ＭＰＥＧオーディオエンコーダ３１０は、これに供給された音声データをＭＰＥＧフォ
ーマットに従い圧縮した後、オーディオＥＳを生成し、映像データの場合と同様に、多重
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／分離回路３１７に供給する。
【０１２６】
　多重／分離回路３１７は、記録時においては、ＭＰＥＧビデオエンコーダ３１５からの
ビデオＥＳとＭＰＥＧオーディオエンコーダ３１０からのオーディオＥＳと各種制御信号
との多重化処理を行う。つまり、記録時における多重／分離回路３１７は、これに入力さ
れたＭＰＥＧビデオＥＳと、ＭＰＥＧオーディオＥＳと、各種制御信号と合わせ、多重化
処理を施し、例えばＭＰＥＧシステムのＴＳ信号を生成する。ここで生成されたＴＳ信号
が、バッファ制御回路３１８を通じてＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤに記録さ
れる。
【０１２７】
　また、図４に示すように、プリ音声信号処理回路３０９からの音声データは、ポスト音
声信号処理回路３２１にも供給され、また、プリ映像信号処理回路３１４からのビデオデ
ータは、ポスト映像信号処理回路３２５にも供給するようにされている。
【０１２８】
　そして、ポスト音声信号処理回路３２１、Ｄ／Ａ変換器３２２の機能により、アナログ
音声信号を形成し、これを出力すると共に、ポスト映像信号処理回路３２５、ＯＳＤ回路
３２６、ＮＴＳＣエンコーダ３２７の機能により、アナログ映像信号を形成して、これら
を出力することができるようにしている。
【０１２９】
　すなわち、地上波チューナ３０３、アナログ音声入力端子３０４、アナログ映像入力端
子３０５、３０６を通じて供給されたアナログ信号をデジタル信号に変換してこれをＤＶ
Ｄドライブ３１９に装填されたＤＶＤに記録する処理と平行して、この記録対象の映像デ
ータと音声データとを再生して出力することができるようにしている。
【０１３０】
　もちろん、デジタル信号に変換された地上波チューナ３０３、アナログ音声入力端子３
０４、アナログ映像入力端子３０５、３０６からの信号を、デジタル信号に変換して、デ
ジタルインターフェイス３０２、デジタル入出力端子３０１を通じて外部機器にデジタル
信号として出力することも可能である。
【０１３１】
　　［ＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤからのデータの再生について］
　次に、上述のようにしてＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤに記録された映像信
号と音声信号とを再生する場合のこの実施の形態のＤＶＤ装置３００の動作について説明
する。制御部３４０の制御により、ＤＶＤドライブ３２９に装填されたＤＶＤから再生し
ようとする目的とするＴＳ信号が読み出され、これがバッファ制御回路３１８を通じて多
重／分離回路３１７に供給される。
【０１３２】
　再生時において、多重／分離回路３１７は、ＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤ
から読み出されたＴＳ信号から、ビデオＥＳ、オーディオＥＳの分離処理を行い、分離し
たオーディオＥＳをＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０に供給し、ビデオＥＳをＭＰＥＧ
ビデオデコーダ３２４に供給する。
【０１３３】
　ＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０以降の各回路部の処理、および、ＭＰＥＧビデオデ
コーダ３２４以降の各回路部の処理は、デジタル入力を用いる場合において説明した通り
である。すなわち、ＭＰＥＧオーディオデコーダ３２０に供給されたオーディオＥＳから
アナログ音声信号が形成されて出力され、ＭＰＥＧビデオデコーダ３２４に供給されたビ
デオＥＳからアナログ映像信号が形成されて出力される。
【０１３４】
　これにより、アナログ音声出力端子３２３、アナログ映像出力端子３２８、３２９を通
じて出力される音声信号、映像信号がベース装置２００に供給することができるようにさ
れる。
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【０１３５】
　もちろん、ＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤから読み出されたデジタルビ映像
信号、デジタル音声信号をデジタルインターフェイス３０２、デジタル入出力端子３０１
を通じて出力し、外部機器に供給するようにすることも可能である。
【０１３６】
　なお、この実施の形態においては、映像データと音声データとは、ＭＰＥＧ方式の圧縮
を行うようにしているが、他の圧縮方式を用いることも可能であるし、また、データ圧縮
することなく、非圧縮のまま処理することも可能である。
【０１３７】
　そして、上述もしたように、この実施の形態において用いられるＤＶＤ装置３００は、
ＤＶＤドライブ３１９に装填されたＤＶＤに記録されている目的とするコンテンツのデー
タを読み出して、デコードし、アナログ映像信号、アナログ音声信号として、ベース装置
２００に供給することができるものである。
【０１３８】
　また、ベース装置２００に接続されたリモコンコマンダ信号送信部（リモコンマウス）
から送出されるリモコン信号を受光部３４５を通じて受光して、ベース装置２００からの
リモコン信号に応じた処理を行うこともできるようにされる。この場合、上述もしたよう
に、ベース装置２００のリモコン信号送信部２５０から送信されるリモコン信号は、表示
装置１００からの制御信号に応じたものである。
【０１３９】
　したがって、表示装置１００の使用者が、表示装置１００に対して操作を行うことによ
り、表示装置１００から操作信号がベース装置２００に送信され、この操作信号からベー
ス装置２００においてＤＶＤ装置３００に対するリモコン信号が形成されて、ＤＶＤ装置
３００に送信され、これに応じた処理をＤＶＤ装置３００において行うことができるよう
にされる。
【０１４０】
　［ＤＶＤ装置３００を遠隔操作する場合の各装置においての処理］　
　次に、表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示されるコントロールパネルＣＰを通じてＤ
ＶＤ装置３００を遠隔操作する場合の表示装置１００、ベース装置２００、ＤＶＤ装置３
００のそれぞれにおいての処理について、図５～図８のフローチャートを参照しながら説
明する。
【０１４１】
　　［表示装置１００においての処理］　
　図５、図６は、表示装置１００の電源が投入された後において、表示装置１００の制御
部１３０において実行される処理を説明するためのフローチャートである。図５に示すよ
うに、表示装置１００の制御部１３０は、電源が投入されると、座標検出部１２２からの
検出出力を監視し、使用者によるタッチパネル１２１への接触を検出したか否かを判断し
（ステップＳ１）、タッチパネル１２１への接触が検出されるまで待ち状態となる。
【０１４２】
　ステップＳ１の判断処理において、タッチパネル１２１への接触が行われたことを検出
したときには、制御部１３０は、上述もしたように、サイズ変更処理部１０５を制御して
、デコード部１０４からの映像信号に対して、この映像信号によってＬＣＤ１０８の表示
画面に表示されることになる主表示情報がコントロールパネルＣＰと重なり合うことがな
いように縮小する処理を施す（ステップＳ２）。
【０１４３】
　さらに、この実施の形態において制御部１３０は、ＯＳＤ処理部１０６に対して、ＤＶ
Ｄ３００用のコントロールパネルＣＰを表示するためのデータを供給すると共に、サイズ
変更処理部１０５からの映像信号とコントロールパネルＣＰを表示するための映像信号と
を合成するように制御し、コントロールパネルＣＰをＬＣＤ１０８の表示画面に表示する
ようにする（ステップＳ３）。
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【０１４４】
　このステップＳ３までの処理により、図１に示したように、ベース装置２００から送信
されてきた映像信号による映像であって、縮小処理するようにされた主表示情報と、コン
トロールパネルＣＰとが、ＬＣＤ１０８の表示画面にそれぞれの表示内容が重なり合うこ
とがないようにして表示される。
【０１４５】
　そして、表示装置１００の制御部１３０は、表示したコントロールパネルへの使用者に
よる接触を受け付けるようにし、コントロールパネルＣＰへの使用者による接触があるま
で、待ち状態となる（ステップＳ４）。ステップＳ４の判断処理において、使用者からの
操作入力を受け付けたと判断したときには、制御部１３０は、座標検出部１２２からの検
出出力に基づいて、接触位置に表示されているコントロールパネルの操作キーを特定する
（ステップＳ５）。
【０１４６】
　そして、表示装置の制御部１３０は、特定した操作キーは、外部に対するもの、すなわ
ち、ベース装置２００やＤＶＤ装置３００に対するものか否かを判断する（ステップＳ６
）。このステップＳ６判断処理において、特定した操作キーは、外部に対するものである
と判断したときには、制御部１３０は、特定した操作キーに応じた操作信号を形成し（ス
テップＳ７）、これを送信信号形成部１１１、送信処理部１１２、共用器１０２、送受信
アンテナ１０１を通じてベース装置２００に無線送信する（ステップＳ８）。そして、ス
テップＳ４からの処理を繰り返し、コントロールパネルを通じて使用者からの操作入力を
受け付ける。
【０１４７】
　ステップＳ６の判断処理において、ステップＳ５において特定した操作キーが、外部に
対するものではない、すなわち、表示装置１００において対応すべき操作キーであると判
断したときには、図６に示す処理に進み、特定した操作キーがコントロールパネルの消去
を指示するものであるか否かを判断する（ステップＳ９）。
【０１４８】
　ステップＳ９の判断処理において、特定した操作キーがコントロールパネルの消去を指
示するものであると判断したときには、主表示情報のサイズ変更を行って、縮小して表示
するようにされているベース装置２００からの映像信号に応じた主表示情報を通常の大き
さとなるように、映像信号の間引き処理などを停止させ（ステップＳ１１）、図５に示し
たステップＳ１からの処理を繰り返す。
【０１４９】
　ステップＳ９の判断処理において、特定した操作キーがコントロールパネルの消去を指
示するものではないと判断したときには、他のコントロールパネルの表示を指示するもの
であるか否かを判断する（ステップＳ１２）。ステップＳ１２の判断処理において、他の
コントロールパネルの表示を指示するものであると判断したときには、表示画像のサイズ
変更が必要であるか否かを判断する（ステップＳ１３）。
【０１５０】
　このステップＳ１３の判断処理は、新たに表示するコントロールパネルが既に表示され
ているコントロールパネルと大きさの違うものであるために、主表示情報の大きさの変更
が必要であるか否かを判断する処理である。ステップＳ１３の判断処理において、主表示
情報のサイズ変更が必要であると判断したときには、制御部１３０は、サイズ変更処理部
１０５を制御して、主表示情報の大きさが新たに表示するコントロールパネルに応じた物
となるように縮小処理または拡大処理を行う（ステップＳ１４）。
【０１５１】
　そして、制御部１３０は、使用者から指示されたコントロールパネルを表示するための
情報をＯＳＤ処理部１０６に供給し、主表示情報と新たなコントロールパネルとをその表
示領域が重なり合うことがないようにして表示し（ステップＳ１５）、図５に示したステ
ップＳ４からの処理を繰り返す。
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【０１５２】
　また、ステップＳ１２の判断処理において、他のコントロールパネルの表示を指示する
ものではないと判断したときには、例えばカーソルの表示位置の変更などの表示装置１０
０における他の処理を実行し（ステップＳ１６）、図５に示したステップＳ４からの処理
を繰り返すようにする。
【０１５３】
　このように、この実施の形態の表示装置１００は、操作入力を受け付けるためのコント
ロールパネル表示をＬＣＤ１０８に行い、このコントロールパネル表示と、ＬＣＤ１０８
の表示画面に貼付されたタッチパネル１２１と、座標検出部１２２とを用いることによっ
て、使用者からの操作入力を受け付けて、受け付けた操作入力に応じた操作信号を形成し
てベース装置２００に送信することができるようにしている。
【０１５４】
　そして、コントロールパネルを表示するようにした場合であっても、ベース装置２００
からの映像信号による主表示情報のサイズと表示位置とを、表示するコントロールパネル
の大きさと表示位置とに応じて調整するようにしているので、双方が重なり合って表示さ
れることなく、主表示情報がコントロールパネルによって見難くなるなどのこともないよ
うにすることができる。
【０１５５】
　　［ベース装置２００においての処理］　
　次に、表示装置１００から無線送信される操作信号を受信するベース装置２００におい
て処理を図７のフローチャートを用いて説明する。この図７に示す処理は、ベース装置２
００に主電源が投入された後に、ベース装置２００の制御部２３０において実行される処
理である。
【０１５６】
　ベース装置２００は、自機の主電源が投入されると、受信処理部２１２からの出力信号
を監視し、表示装置１００からの操作信号を受信したか否かを判断する（ステップＳ２１
）。ステップＳ２１の判断処理において、表示装置１００からの操作信号を受信していな
いと判断したときには、ステップＳ２１からの処理を繰り返す。
【０１５７】
　ステップＳ２１の判断処理において、表示装置１００からの操作信号を受信したと判断
したときには、ベース装置２００の制御部２３０は、表示装置１００からの操作信号は、
ベース装置２００に対するものか否かを判断する（ステップＳ２２）。
【０１５８】
　ステップＳ２２の判断処理において、表示装置１００からの操作信号が、ベース装置２
００に対するものであると判断したときには、ベース装置２００の制御部２３０は、受信
した表示装置１００からの操作信号に応じた処理を実行し（ステップＳ２３）、チューナ
２０２を制御して選局する放送信号を変えたり、セレクタ２０６の切り換えを行ったりす
る。そして、ステップＳ２１からの処理を繰り返す。このように、表示装置１００を用い
て、ベース装置２００を遠隔操作することができる。
【０１５９】
　また、ステップＳ２２の判断処理において、表示装置１００からの操作信号が、ベース
装置２００に対するものではないと判断したときには、制御部２３０は、リモコン信号形
成部２４１を制御し、受信した表示装置１００からの操作信号に応じたリモコン信号を形
成する（ステップＳ２４）。
【０１６０】
　このステップＳ２４において形成されたリモコン信号は、ベース装置２００のリモコン
信号の出力端子２４２を通じてリモコン信号送出部２５０に供給されて、外部入力装置で
あるＤＶＤ装置３００に赤外線のリモコン信号として送信される（ステップＳ２５）。こ
れにより、表示装置１００を用い、ベース装置２００を通じて、ＤＶＤ装置３００を遠隔
操作することができる。
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【０１６１】
　　［ＤＶＤ装置３００においての処理］　
　次に、ベース装置２００のリモコン信号送信部２５０から送信される赤外線のリモコン
信号を受光するＤＶＤ装置３００においての処理について、図８のフローチャートを用い
て説明する。この図７に示す処理は、ＤＶＤ装置３００に電源が投入された場合にＤＶＤ
装置３００の制御部３４０において実行される処理である。
【０１６２】
　ＤＶＤ装置３００の制御部３４０は、リモコン信号の受光部３４５を通じて自機宛ての
リモコン信号を受光したか否かを判断する（ステップＳ３１）。ステップＳ３１の判断処
理において、自機宛てのリモコン信号を受光していないと判断したときには、ステップＳ
３１の処理を切り返し、自機宛てのリモコン信号を受信するまで待つ。
【０１６３】
　ステップＳ３１の判断処理において、自機宛てのリモコン信号を受光したと判断したと
きには、ＤＶＤ装置３００の制御部３４０は、その自機宛てのリモコン信号に応じた制御
信号を形成し（ステップＳ３２）、これを関連する各部に供給することによって、受光し
たリモコン信号に応じた処理を行う（ステップＳ３３）。
【０１６４】
　このように、この実施の形態の双方向通信システムにおいては、ベース装置２００から
の映像信号、音声信号に応じた映像、音声を表示装置１００を用いて観視し、聴取するこ
とができる。さらに、この実施の形態の双方向通信システムにおいては、表示装置１００
を用いて、ベース装置２００を遠隔操作することができるとともに、表示装置１００を用
い、ベース装置２００を通じて、ＤＶＤ装置３００を遠隔制御することができる。すなわ
ち、表示装置１００は、モニタ受像機としての機能と、遠隔操作装置としての機能とを合
わせ持つものである。
【０１６５】
　なお、この実施の形態においては、図１に示したように、ベース装置２００にＤＶＤ装
置３００が接続された場合を例にして説明した。しかし、これに限るものではない。上述
もしたように、ベース装置２００には、ＤＶＤ装置３００だけでなく、ＶＴＲ、ＩＲＤ、
ＳＴＢなどの各種の外部入力装置を接続することができる。
【０１６６】
　また、図９示すように、ベース装置２００に、複数の外部入力端子を設けることにより
、ＤＶＤ装置３００、ＶＴＲ４００、ＢＳデジタルチューナ５００などの複数の外部入力
装置を接続するようにすることもできる。この場合には、複数の外部入力端子は、図３に
示したベース装置２００のセレクタ２０６に接続され、制御部２３０の制御に応じて切り
換えることができるようにされる。
【０１６７】
　そして、この図９に示すように、ベース装置２００に複数の外部入力装置を接続するよ
うにした場合においては、ベース装置２００に接続した外部入力装置に対応するコントロ
ールパネルを表示装置１００の表示画面に表示するようにする。
【０１６８】
　図１０は、表示装置１００に表示される複数の外部入力装置に対応するコントロールパ
ネルの表示例を説明するための図である。図１０Ａは、ＤＶＤ装置３００用のコントロー
ルパネルＣＰであり、前述もしたように、電源のオン／オフキー、矢印キー、決定キーな
どの種々の操作キーを備えたものである。
【０１６９】
　図１０Ｂは、ＶＴＲ用のコントロールパネルＣＰ１であり、電源のオン／オフキーや、
ＶＴＲの操作キーに対応して、一時停止キー、早送りキー、巻き戻しキー、再生キー、停
止キー、録画キーなどを有するものである。また、図１０Ｃは、ＢＳデジタルチューナ用
のコントロールパネルＣＰ２であり、電源のオン／オフキーや、チャンネル選択のための
数字キーなどを備えたものである。
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【０１７０】
　そして、この実施の形態においては、図１および図１０に示したように、ＬＣＤ１０８
の向かって右側にコントロールパネルが表示するようにされ、コントロールパネルの表示
領域以外のタッチパネル上に指などの接触を繰り返すことにより、ベース装置２００およ
びベース装置２００に接続された各外部入力装置のそれぞれに対応するコントロールパネ
ルをローテーションさせて表示することができるようにされている。
【０１７１】
　具体的には、この実施の形態の表示装置１００においては、（１）ＤＶＤ装置用のコン
トロールパネルＣＰ→（２）ＶＴＲ２００用のコントロールパネルＣＰ１→（３）ＢＳデ
ジタルチューナ４００用のコントロールパネルＣＰ２→（４）コントロールパネル消去→
（５）ＤＶＤ装置用のコントロールパネルというように、コントロールパネルをローテー
ションさせて表示する。
【０１７２】
　この場合、前述したように、セレクタの切り換えキーを有するベース装置２００用のコ
ントロールパネルを表示し、このコントロールパネルのセレクタの切り換えキーを操作し
て、ベース装置２００のセレクタ２０６を目的とする外部入力装置からの信号を出力する
用に切り換えた後、目的とする外部入力装置のコントロールパネルを表示して操作するこ
とにより、目的とする外部入力装置を表示装置１００およびベース装置２００を通じて遠
隔操作することができる。
【０１７３】
　このように、表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示されるコントロールパネルとタッチ
パネルとを用いて、ベース装置２００の電源のオン／オフ、チャネルの変更、セレクタ２
０６の切り換え、ベース装置２００に接続された外部入力装置の電源のオン／オフ、その
他の動作制御などの遠隔操作を行うことができる。すなわち、外部入力装置が、ＶＴＲや
ＤＶＤ装置である場合には、電源のオン／オフ、一時停止、早送り、巻き戻し、再生、停
止、録画などのそれぞれの機器が有する操作キーに応じた遠隔操作を行うことができる。
【０１７４】
　なお、ベース装置２００やベース装置２００に接続された外部入力装置の遠隔操作は、
前述したものに限るものではない。例えば、ベース装置２００やＤＶＤ装置３００が、２
か国語音声（２重音声）に対応しているものであれば、主音声と副音声との切り換えキー
をコントロールパネルに設けることにより、主音声と副音声との切り換えを表示装置１０
０のコントロールパネルを通じて遠隔操作することもできる。また、外部入力装置が、Ｖ
ＴＲやＤＶＤ装置である場合には、再生速度の調整キーをコントロールパネルに設けるこ
とにより、再生速度の調整も表示装置１００のコントロールパネルを通じて遠隔操作する
こともできる。
【０１７５】
　このように、表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示するコントロールパネルを通じて行
う遠隔操作は、操作しようとする機器の機能に応じて各種の操作キーをコントロールパネ
ルに設けるようにすることにより、各種の遠隔操作を行うことができる。すなわち、ベー
ス装置２００をいわゆるゲートウエイとして用い、表示装置１００において、各種のソー
ス情報を視聴するようにすることができる。
【０１７６】
　また、複数の外部入力装置を円滑に操作するために、複数の外部入力装置分のリモコン
信号送信部２５０をベース装置２００に接続し、各リモコン信号送信部を複数の外部入力
装置の近傍に設置するようにしてもよい。
【０１７７】
　このように、表示装置１００のＬＣＤ１０８に、ベース装置２００やベース装置２００
に接続される外部入力装置に対する操作を行うための操作用表示情報を表示し、その操作
用表示情報を用いて、ベース装置２００やベース装置２００に接続される外部入力装置を
遠隔制御することができる。
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【０１７８】
　例えば、ベース装置２００にＳＴＢやＩＲＤ等のデジタル放送の受信機が接続されてい
る場合には、図１１Ａに示すように、ＳＴＢやＩＲＤから供給されるデジタル放送のＥＰ
Ｇを主表示情報としてＬＣＤ１０８の表示画面の全面に表示することができると共に、図
１１Ｂに示すように、主表示情報であるＥＰＧの画像を縮小して表示し、ＳＴＢやＩＲＤ
に対するコントロールパネルＣＰ４を表示して、ＥＰＧから目的とする放送番組を選択し
て、これを試聴するようにすることができる。
【０１７９】
　もちろん、ベース装置２００からアナログ地上波放送のＥＰＧの提供を受けて表示する
場合にも、同様に、ベース装置２００に対するコントロールパネルと、ＥＰＧとをその表
示領域が重なり合うことがないように表示させることもできる。
【０１８０】
　また、ベース装置２００にＶＴＲやＤＶＤ装置やハードディスク装置が接続されている
場合において、それらの機器からの映像信号による映像が主表示情報として図１２Ａに示
すように表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示されている場合に、ＶＴＲやＤＶＤ装置に
対するコントロールパネルを表示するようにした場合には、図１２Ｂに示すように、主表
示情報である再生画像を縮小して表示し、ＶＴＲやＤＶＤ装置に対するコントロールパネ
ルＣＰ１を表示して、再生停止、一時停止、早送り、早戻しなどの操作を行うこともでき
る。
【０１８１】
　もちろん、ベース装置２００からアナログ地上波放送の番組の画像を表示する場合にも
、同様に、ベース装置２００に対するコントロールパネルと、放送番組の画像とをその表
示領域が重なり合うことがないように表示させることもできる。
【０１８２】
　なお、ベース装置２００は、上述したように、ＤＶＤ装置、ＶＴＲ、ＳＴＢ、ＩＲＤ等
と呼ばれるＢＳデジタルチューナ、ハードディスク装置等の種々の再生装置、記録再生装
置を接続することが可能であり、それらの機器からの情報信号の表示用信号に応じた映像
を表示装置１００のＬＣＤ１０８に表示するようにしている場合において、操作用表示情
報である種々のコントロールパネルを表示するようにする場合にこの発明を適用すること
が可能である。
【０１８３】
　また、上述の説明からも分かるように、この上述した実施の形態においては、表示装置
１００の送受信アンテナ１０１と共用器１０２と受信処理部１０３とが協働して受信手段
としての機能を実現し、ＬＣＤ１０８が表示素子としての機能を有し、制御部１３０とＯ
ＳＤ処理部１０６とが操作用表示処理手段、操作用表示変更手段としての機能を実現し、
制御部１３０とサイズ変更処理部１０５とが調整手段としての機能を実現し、また、タッ
チパネル１２１と座標検出手段１２２とが接触位置検出手段としての機能を実現し、制御
部１３０が制御手段としての機能を実現している。さらに、制御部１３０が遠隔操作信号
を形成する形成手段としての機能を実現し、送信信号形成手段１１１と送信処理部１１２
と共用器１０２と送受信アンテナ１０１とが協働して送信手段としての機能を実現してい
る。
【０１８４】
　なお、上述した実施の形態においては、コントロールパネルＣＰなどの操作用表示情報
を表示する場合には、ベース装置２００から提供される情報信号の映像信号やテキストデ
ータなどの表示用信号による映像を縮小するものとして説明した。この場合の縮小率は、
一緒に表示するコントロールパネルの大きさに応じて種々の対応を取ることが可能である
。したがって、縦方向と横方向とで縮小率を異ならせることも可能である。
【０１８５】
　また、ベース装置２００から提供される情報信号の映像信号やテキストデータなどの表
示用信号による映像を縮小する場合には、その縮小された映像の表示画面上における表示
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位置を調整することもできる。例えば、上側寄せ、下側寄せ、中心合わせなど、表示画面
上の任意の位置に縮小された主表示情報の位置を調整することもできる。
【０１８６】
　すなわち、表示装置１００のサイズ変更処理部１０５は、映像の表示サイズの変更のみ
ならず、縮小された映像の表示画面上の表示位置をも変更することができるものである。
【０１８７】
　また、この実施の形態においては、コントロールパネルの表示領域以外のタッチパネル
上に指などの接触を繰り返すことにより、ベース装置２００およびベース装置２００に接
続された各外部入力装置のそれぞれに対応するコントロールパネルをローテーションさせ
て表示するものとして説明したがこれに限るものではない。
【０１８８】
　例えば、各コントロールパネルに切り換え可能な各装置に対するコントロールパネルの
切り換えアイコンを設け、この切り換えアイコンを操作するようにすることにより、目的
とする装置に対するコントロールパネルを表示するようにするようにしてもよい。
【０１８９】
　また、ベース装置２００は、前述したように、チューナ２０２と、通信処理部２２０と
を備えたものとして説明したが、これに限るものではない。ベース装置２００自体が、Ｖ
ＴＲとしての機能やＤＶＤ装置としての機能、あるいは、ＳＴＢやＩＲＤとしての機能な
どを有するようにすることももちろんできる。
【０１９０】
　また、ベース装置２００は、チューナ２０２や通信処理部２２０を備えることなく、か
つ、ＶＴＲとしての機能やＤＶＤ装置としての機能、あるいは、ＳＴＢやＩＲＤとしての
機能などを有することなく、単に、外部入力装置からの信号を受け付けて、これを無線送
信するだけのものを構成することもできる。
【０１９１】
　また、表示装置自身が記憶装置部を備え、外部からの情報信号によらず、自機の記憶装
置部からの情報を主表示情報として表示するようにする表示装置単体についても、この発
明による表示装置を適用することが可能である。すなわち、表示画面にタッチパネルが設
けられたＬＣＤなどの表示素子を備え、自機の記憶装置部から読み出した情報を主表示情
報として当該表示素子に表示するとともに、使用者からの操作入力を受け付けるために操
作用表示情報であるコントロールパネルなどを表示することが可能な表示装置において、
主表示情報と操作用表示情報とが重なり合うことがないように、主表示情報のサイズや表
示位置を変更することが可能な表示装置を構成することもできる。
【０１９２】
　また、前述した実施の形態においては、表示装置１００とベース装置２００とは無線通
信により接続し、ベース装置２００と外部入力装置との間は、外部入力装置からベース装
置２００への情報信号は、接続ケーブルを通じて有線により接続し、ベース装置２００か
ら外部入力装置へのリモコン信号は、赤外線により無線通信により接続するようにした。
しかし、これに限るものではない。
【０１９３】
　表示装置１００とベース装置２００とを有線により接続するようにしてもよいし、ベー
ス装置２００から外部入力装置へのリモコン信号も、有線により送信するようにすること
もできる。また、ベース装置２００と外部入力装置との間において、情報信号とリモコン
信号とを無線通信により送受するようにすることもできる。
【０１９４】
　また、インターネットの接続は、いわゆるブロードバンド通信を通じて行うようにする
ことも可能であるし、ホームネットワークシステムなどのＬＡＮ（Local Area Network）
を通じて接続するようにすることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１９５】
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【図１】この発明の一実施の形態が適用された双方向通信システムを説明するための図で
ある。
【図２】この発明による表示装置が適用された表示装置１００の一実施の形態を説明する
ためのブロック図である。
【図３】ベース装置２００を説明するためのブロック図である。
【図４】ＤＶＤ装置３００を説明するためのブロック図である。
【図５】図２に示した表示装置１００において行われる処理を説明するためのフローチャ
ートである。
【図６】図５に続くフローチャートである。
【図７】図３に示したベース装置２００において行われる処理を説明するためのフローチ
ャートである。
【図８】図４に示したＤＶＤ装置３００において行われる処理を説明するための図である
。
【図９】ベース装置２００に複数の外部入力装置が接続される場合の例を説明するための
図である。
【図１０】表示装置１００の表示素子に表示するコントロールパネルの例を説明するため
の図である。
【図１１】通常サイズの主表示情報の表示と、縮小した主表示情報とコントロールパネル
との表示との例を示す図である。
【図１２】通常サイズの主表示情報の表示と、縮小した主表示情報とコントロールパネル
との表示との他の例を示す図である。
【図１３】録画履歴情報やＥＰＧと共に、タッチパネルを表示する場合の従来の表示例を
説明するための図である。
【符号の説明】
【０１９６】
　１００…表示装置、１０１…送受信アンテナ、１０２…アンテナ共用器、１０３…受信
処理部、１０４…デコード部、１０５サイズ変更処理部、１０６…ＯＳＤ処理部、１０７
…映像信号処理部、１０８…ＬＣＤ、１０９…音声信号増幅部、１１０…スピーカ、１１
１…送信信号形成部、１１２…送信処理部、１２１…タッチパネル、１２２…座標検出部
、１３０…制御部、２００…ベース装置、２０１…受信アンテナ、２０２…チューナ、２
０３…復調部、２０４…映像信号（Ｖｄ）の入力端子、２０５…音声信号（Ａｕ）の入力
端子、２０６…セレクタ、２０７…圧縮処理部、２０８…送信信号形成部、２０９…送信
処理部、２１０…アンテナ共用器、２１１…送受信アンテナ、２１２…受信処理部、２３
０…制御部
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